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子会社（キヤノンマシナリー株式会社）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

キヤノン株式会社は、子会社であるキヤノンマシナリー株式会社（コード番号 6344、大証二部）が

平成 21 年 1 月 27 日に公表した平成 21 年 12 月期（平成 21 年 1 月 1 日～平成 21 年 12 月 31 日）

の通期業績予想を別添資料の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、本件によるキヤノン株式会社の連結業績予想の変更はありません。 

 

 

 
以上 

 



平成 21 年４月 23 日 

各  位 

                       滋賀県草津市南山田町字縄手崎８５番地 

                 キ ヤ ノ ン マ シ ナ リ ー 株 式 会 社 

                                                代表取締役社長  高 崎   勲 

                          （コード 6344 大証二部） 

                       問合せ先 取締役経営企画部長 菊次 正純 

                          （ＴＥＬ 077－566－1811） 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年１月 27 日に公表いたしました平成 21 年 12 月期

（平成 21 年１月１日～平成 21 年 12 月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしま

すのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 12 月期 連結通期業績予想数値の修正 
  （平成 21 年１月１日～平成 21 年 12 月 31 日）         

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 21年 1月 27日発表） 

 百万円

34,000 

 百万円

1,830 

 百万円

1,570 

百万円 

910 

円 銭

112.97 

今回修正予想（Ｂ）  26,000    650      500 460 57.11 

増減額（Ｂ－Ａ） △8,000  △1,180  △1,070 △  450 △55.86 

増 減 率（％） △ 23.5  △ 64.5 △ 68.2 △ 49.5 △ 49.4 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 12 月期）  36,541 4,198 4,030 2,377 296.14 

 
２．平成 21 年 12 月期 個別通期業績予想数値の修正 
  （平成 21 年１月１日～平成 21 年 12 月 31 日）         

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 
（平成 21年 1月 27日発表） 

 百万円

34,000 

 百万円

1,760 

 百万円

1,520 

百万円 

900 

円 銭

111.73 

今回修正予想（Ｂ）  26,000    650      500 530 65.80 

増減額（Ｂ－Ａ） △8,000  △1,110 △1,020 △  370 △45.93 

増 減 率（％） △ 23.5  △ 63.1 △ 67.1 △ 41.1 △ 41.1 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 12 月期）  36,527 4,013 3,962 2,350 292.83 



３．修正の理由 
世界同時不況の中、当社グル－プに関わる業界においては在庫調整が徐々に進み、電子

部品などの生産数量が上向き傾向にありますが、設備投資の抑制は依然厳しい状況が継続

しております。特に、半導体業界は先行き不透明感が強く、設備投資の低迷は長期化が予

想されます。事務機器関連や小型二次電池関連といったＦＡシステム事業においても事業

環境が厳しく、設備投資の先送りが見られ、受注が減少しております。このように当初見

込んでいました受注が確保できないことから、2009 年１月 27 日に発表いたしました通期

業績予想を下方修正いたします。 
 
なお、当社グル－プといたしましては、厳しい現状を乗り越えるために次の事項に取組

み、事業体質の強化を図っております。 
①2009 年４月１日付で「ものづくり研修センタ－」を設置し、部品加工、組立など複数

の技能を保有させる多能工化を推進いたします。これにより、人的リソ－スを活用し

た内製化の強化を推進してまいります。 
②生産革新活動の強化により、品質強化による機会損失の削減、生産性向上によるコス

ト削減を推進いたします。 
③来るべきチャンスに備えて、研究・開発テ－マに継続して取組み、目標とする成果を

計画どおりに生み出してまいります。新事業を目指して取り組んでおります「フェム

ト秒レ－ザ－加工」「極低酸素分圧」などについては、新ビジネスモデルを構築してま

いります。 
  上記取組みの成果を早期に生み出し、厳しい事業環境を乗り越える事業体質を構築して

まいります。 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 
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